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 研究の背景・目的
　近年、新生児聴覚スクリーニングの普及により、非常に早期に難聴があることが発見されるようになってきたが、
その原因は多くの場合不明であり、予後の推測、随伴症状の予測などは不可能であった。
　本研究では、従来の聴覚検査に、難聴の遺伝子検査、先天性サイトメガロウイルス検査を組み合わせることにより、
難聴の原因を特定するとともに、難聴の程度や進行性、随伴症状などの臨床情報、言語獲得の成績などの情報をデ
ータベース化し、難聴のサブタイプ分類を行い、科学的根拠に基づいた適切な治療法の選択、療育プログラムを構
築する。

今後の展望・社会に与える影響
　研究の成果を、先進医療「先天性難聴の遺伝子
診断」として臨床に還元することができた。結果、
従来では不可能であった、難聴の原因診断に基づく
予後の予測やサブタイプに応じた介入が可能となっ
てきた。
　今後、保険診療として実施されることにより、原
因診断に基づく重症度や予後の予測が可能とな
り、病型に応じたオーダーメイド医療が実現するこ
とが期待される。
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